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決算ハイライト
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2027年3月期 第1四半期連結累計期間

北米での販売が堅調に推移したことなどから、売上高は増収

収益性は想定内で推移も前期からやや低下し、売上総利益、営業利益は前期並みに

営業外損益において、前期の為替差損が為替差益に転じたため、経常利益は増益
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•北米でのゼラチン、コラーゲンペプチド販売が堅調に推移したことから、売上高は増収

•収益性は前期からやや低下したものの期初予想の想定内で推移。各段階利益とも順調に進捗

連結損益計算書
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単位：百万円

2026/3
1Q

2027/3
1Q

前期対比

実績 実績 増減 対比

売上高 9,137 9,893 + 755 + 8.3%

売上総利益 2,742 2,772 + 30 + 1.1%

営業利益 1,253 1,184 ▲ 69 ▲ 5.5%

営業利益率 13.7% 12.0% ▲ 1.8pt ー

経常利益 1,249 1,271 + 22 + 1.8%

親会社株主に帰属する
四半期純利益

625 690 + 65 + 10.4%

2027/3
通期

予想 進捗率

43,000 23.0%

12,000 23.1%

4,700 25.2%

10.9% ー

4,800 26.5%

2,400 28.8%

（百万円未満切捨て）
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2026/3 1Q ゼラチン コラーゲンペプチド 食品材料 バイオメディカル 2027/3 1Q

連結売上高増減要因
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+755

（百万円未満切捨て）単位：百万円

•ゼラチンをはじめ、全ての製品区分において売上高が増加

•コラーゲンペプチドは、北米でのプロテイン需要が引き続き堅調に推移



製品区分別販売概況
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▎日本では、医薬品用などが減少、グミキャンディー用は伸長

▎北米では、価格面では厳しい競争が続くも、市場全体の需要は堅調

▎インドでは、販売価格が下落も、カプセル用の需要は堅調

ゼラチン

コラーゲン
ペプチド

食品材料

バイオ
メディカル

▎日本では、当社製品を使用した一部顧客の商品の販売が減少

▎北米では、プロテイン向けの需要が引き続き活発

▎インド、アジア市場は引き続き堅調

▎収益性向上を目的とした製品構成見直しを継続

▎顧客商品への新規採用が売上を牽引

▎海外向けの販売が引き続き伸長

2026/3  1Q 2027/3  1Q

+6.0%

+7.7%

+14.9%

7,062

1,868

852

111

6,663

1,586

791

96

売上高 （百万円未満切捨て）

+17.8%

単位：百万円

※2027年3月期より、従来コラーゲンペプチドに含めていた売上高の一部（化粧品原料）をバイオメディカルに計上



売上高は引き続き増収基調。収益性は前年同期より若干低下も、依然として高水準を維持
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営業利益 売上高

2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期
2027年
3月期

1 Q 2 Q 3 Q 4 Q

四半期別連結業績推移
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（百万円未満切捨て）

1 Q 2 Q 3 Q 4 Q1 Q 2 Q 3 Q 4 Q 1 Q

単位：百万円



連結貸借対照表
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2026/3期末対比

総資産合計 44,096（+1,226）

流動資産

+403
現金・預金 ▲281

受取手形・売掛金 +234

棚卸資産 +339

負債

+7
支払手形・買掛金 +365

長期借入金* ▲545

固定資産

+822
有形固定資産 +18

無形固定資産 ▲21

投資その他資産 +825

純資産

+1,219
株主資本計 +362

その他包括利益累計額 +541

非支配株主持分 +314
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（百万円未満切捨て）

有利子負債推移（連結・NGI単体）

• 当社保有株式の時価評価の影響や、インドでの増産工事進展により、固定資産が増加

• 有利子負債の削減は引き続き順調に進捗

*１年内返済予定を含む

単位：百万円
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ご案内

本資料に記載された見解､見通し､ならびに予測等は､

資料作成時点での弊社の判断であります。

その情報の正確性を保証するものではありません。

市場環境等の様々な要因により､

今後の業績は本資料の内容と異なるものとなる可能性があります。

ご承知おきのほど､お願い申し上げます。

新田ゼラチン株式会社

経営企画部 IR・広報チーム

【お問い合わせ】 https://cloud.swcms.net/nitta-gelatinPublic/ja/ir/inquiry6.html
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［参考資料］連結業績推移
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1,356
1,560

2,259
1,836

3,930

4,664 4,700

742 726

1,558

▲ 1,850

3,159 3,282

2,400

30,514 31,783

39,186 40,420 38,745 38,048
43,000

2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期 2027/3期

予想

営業利益 親会社株主に帰属する当期純利益又は純損失 売上高 （百万円未満切捨て）



［参考資料］為替換算レート

▎2027年3月期1Q実績 及び 通期予想
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単位：円
2026/3 2027/3

前期差異
1Q実績 1Q実績

米ドル 145.18 160.52 + 15.34

カナダドル 104.33 115.48 + 11.15

インドルピー 1.70 1.69 ▲ 0.01

2026/3 2027/3
前期差異

実績 予想

150.94 150.00 ▲ 0.94

109.02 109.66 + 0.64

1.71 1.71 ー
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